
この「機会」には、「働く機会、自立す

る機会、スポーツをする機会」など、

さまざまな願いが込められています。

この中村医師の言葉に賛同した多くの企業家によって、

太陽の家との共同出資会社が作られました。現在８社

ある共同出資会社では、多くの障がいのある方を雇用

しています。

また、就労訓練のためのさまざまな仕事を提供する

協力企業もあり、多くの方が仕事をするための準備

をしています。

No Charity, but a Chance!

～保護より機会を～

No Charity, but a Chance!

～保護より機会を～

No Charity, but a Chance!

～保護より機会を～

No Charity, but a Chance!

～保護より機会を～

「世に身心障害者はあっても
　　仕事に障害はありえない」
「世に身心障害者はあっても
　　仕事に障害はありえない」

日本以外の国にもこの理念を
広めたいとの思いから

英語で書かれているんじゃよ

太陽の家太陽の家
たいたい ようよう いえいえ

片方の手で作業ができるよう
工夫された作業台

職能開発の紹介コーナー

太陽の家の理念

中村医師の言葉

大分県別府市に「社会福祉法人　太陽の家」はあります。

太陽の家は、1965（昭和40）年10月に中村医師によって創立されました。
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たい よう いえ り ねん

ほほ ごご きき か いか い

き かい はたら き かい じ りつ

き かい き かい

ねが こ

おおいたけんべっ ぷ し しゃ かい ふく し ほうじん たい よう いえ

たい よう いえ しょう わ ねん がつ なか むら い し そう りつ

なか むら い し こと ば

よよ しんしん しんしん しょうしょう がいがい しゃしゃ

しし ごとごと しょうしょう がいがい

なかむら い し こと ば さんどう おお き ぎょう か

たい よう いえ きょうどうしゅっし がいしゃ つく げんざい しゃ

きょうどうしゅっし がいしゃ おお しょう かた こ よう

しゅうろう くん れん し ごと ていきょう

きょうりょく き ぎょう おお かた し ごと じゅん び

に ほん い がい くに り ねん

ひろ おも

えい ご か

車いすだけの
マラソン国際大会として
世界最高レベルなんじゃ

太陽の家では、地域の方も参加してスポーツ活動をおこなっています。

共同出資会社で働いている人から「別府大分毎日マラソンをいっしょに走りたい」と

いう願いを聞いた中村医師は、その願いをかな

えるために尽力しました。

この活動が国際障害者年の1981（昭和56）年、

「大分国際車いすマラソン」の開催につながり、

現在もこの大会は開催されています。

銀行のカウンター、スーパーの商品棚やレジは低く
通路も車いすが通りやすいよう広くとられている

手の届かない最上段は
ボタンで購入可能

自動扉で取り出しやすい

太陽の家の周辺では

共生のまちづくりがおこなわれています

信号機の押しボタンの位置が低い 道路と歩道の段差がない

大分国際車いすマラソン　メダル

大分国際車いすマラソンは

世界で最も有名な大会です
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おおいたこくさいくるま

せ かい もっと ゆう めい たい かい

たい よう いえ しゅう へん

きょう せい

たい よう いえ ち いき かた さん か かつどう

きょうどうしゅっし がい しゃ はたら ひと べっ ぷ おおいたまいにち はし

ねが き なか むら い し ねが

じんりょく

かつ どう こく さいしょうがい しゃ ねん しょう わ ねん

おおいた こく さいくるま かいさい

げんざい たいかい かいさい

くるま

こく さいたい かい

せ かいさい こう




